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まぼろしの東洋大学朝鮮分校

佐藤厚
satou atsushi

１．はじめに
　1920 年（大正９）代初め、当時

日本の植民地だった朝鮮（１）の京城

（現在のソウル）に東洋大学の分校

を作る計画があった。これは東洋大

学の関係者でさえ知らないことだと

思われる。私は最近、植民地時代の

朝鮮で発行された雑誌、新聞を読ん

ており、偶然、このことを知り驚いた〈右写真〉。

　1921 年（大正 10）の朝鮮の新聞『東亜日報』（２）には東洋大学朝鮮

分校の構想として次の内容が記される。

１．儒 教、仏教の思想を朝鮮の青年に教育し、それにより日本と朝

鮮の思想的一致を堅固なものにし、文化の共通発達をはかる

２．授業は東洋大学本校と同様、西洋哲学なども教授する

３．講 師として東洋大学に留学していた朝鮮人を活用する可能性が

ある

４．純粋な私立大学として運営していく

　植民地時代、朝鮮に設立された大学は、京城帝国大学が唯一である。

もし、東洋大学分校が設置され、朝鮮の若者に儒教、仏教を中心とする
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教育が行われていたら、どうだったであろうか。朝鮮人が講師となり教

壇に立っていたらどうだったであろか。しかし、朝鮮分校の記録は、こ

の記事を含め、1920 年前後に数件現れて、やがて消えていく。

　この朝鮮分校とは、そもそもどういう経緯で構想され、なぜ実現しな

かったのであろうか。調査の結果、これは当時の植民地下朝鮮における

教育問題と東洋大学が直面していた問題とが絡み合い、そこに哲学館

（現在の東洋大学）創設者・井上円了、当時の東洋大学学長・境野黄洋、

朝鮮帰りで当時の東洋大学ナンバー２・三輪政一らの様々な思いが交錯

したものであることがわかってきた。

２．植民地時代の大学設立に関する通説（３）
　1910 年（明治 43）８月の日韓合併により、韓国は日本の植民地と

なった。京城に総督府が置かれ、日本による直接統治が始まった。

1919 年（大正８）３月１日、朝鮮の独立を叫ぶ示威が朝鮮各地で起こ

ると、総督府はこれを武力で鎮圧した。その後、日本政府は総督を交代

させると共に、それまでの武力による圧政を改め、朝鮮にある程度の自

由を認める「文化政治」を行なうこととした。その時、朝鮮民衆の中に

自分たちの大学を作る動き（民立大学設立運動）が起こった。これに対

して総督府は 1920 年（大正９）８月、かねてから申請のあった東洋大

学の朝鮮分校をそれに充てることで朝鮮の運動家たちと一旦は合意し

た。しかし、同年の９月には大学の分校の規定が日本の法律の中にない

ことからそれを止め（４）、その代わりに当時、京城にあった京城医科専

門学校を大学に昇格させる案を出した。しかし実際には、それも実施さ

れなかった。そして 1922 年（大正 11）２月に第二次朝鮮教育令を公布

して大学教育は日本国内の大学令によることを明記し、後に帝国大学を

京城に作ることを決め、1924 年（大正 13）京城帝国大学が成立するこ

ととなった。
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　以上の通説によれば、東洋大学朝鮮分校の計画は、1920 年（大正９）

８月に出されたが約１か月で撤回されたことになる。先行研究において

朝鮮分校に関するこれ以上の言及はない。

３．分校構想に関わる人物
　続いて分校構想に関わった三人の人物について簡単に紹介する。

（１）井上円了
　「1920 年代に東洋大学の朝鮮分校を作る計画があった」と聞くと、誰

もが抱く疑問は、多くの大学の中で、なぜ東洋大学なのか？ということ

であろう。筆者は、それを説く鍵は東洋大学創立者の井上円了（1858‒

1919、以下円了と略称）の 1918 年（大正７）に行った朝鮮巡講がある

と考える。

　円了は 1904 年（明治 37）、教育勅語を中心とした社会教育団体であ

る修身教会（後に国民道徳普及会に改称）を作り、全国巡講を開始し

た。10 月にはこれを中国、朝鮮にも広めようと漢文で勧誘の文書を作

成している（５）。そして 1906 年（明治 39）と 1918 年（大正７）には実

際に朝鮮を巡講している（６）。この中でも 1918 年５月から７月にかけて

行なった巡講は、朝鮮総督府の嘱託という身分で行ったものであり、円

了は総督府の要望に応えるかのように、教育勅語を根本に据えた講話を

行い、また朝鮮人を日本人に同化することを説いている。

　巡講中の講演「国民道徳の大綱」（７）を要約すると次のようになる。

国民道徳の根底は教育勅語であり、これを奉行することにより国体の尊

厳が明らかになり国力の充実を期することができる。ほんらい世界の文

明は東洋文明から始まったが、いまや西洋の勢力のもと東洋文明は衰亡

の淵にある。東洋文明の将来は日本にかかっている。この日本の国体の

尊厳を継承してきた原動力は忠孝の二道であり、この一致したものが大

和魂である。永遠にこの忠孝を国体の中心としなければならない、とい



う。ここまでは日本の話だが、続いて朝鮮が出てくる。今や日本と朝鮮

は合邦し一団となって、「光栄ある万世一系の天皇陛下を奉戴し、御稜

威の下に東洋の文明を発達せしめ、東亜民族の興隆を企図し世界の文明

に貢献せねばならぬ」と述べる。これは「日本の」道徳である修身教会

の教えを、異文化という特殊事情には何ら考慮することなく、そのまま

朝鮮に拡大したものである。

　帰国後の８月には、朝鮮人を日本に同化させる方策を説いた記事「鮮

人同化－教育万能主義」を『毎日申報』（朝鮮人向け新聞）に載せた。

内容を要約すると、１．朝鮮人を日本に同化させるためには、教育の普

及と国語（日本語）の普及が重要である。２．朝鮮人の教育を進めると

日本からもたらされた文明の恵沢に感謝するようになる。３．普通教育

をより普及させ、将来的に朝鮮大学の開設を希望する。４．宗教は儒

教、仏教を重んじるべきである。このように言語から宗教に至るまでの

教育の必要性を説いている。この中、「朝鮮大学」、「儒教」、「仏教」と

いう単語に注意すると、冒頭で見た東洋大学分校の内容と重なってく

る。

　こう見ると、なぜ東洋大学が？という疑問が解けてくる。円了自身が

朝鮮の大学の設立を希望していたのである。ただ、円了は東洋大学の分

校を作るとまでは言っていない。しかし分校に結びつく条件を準備した

ことは間違いないであろう。そして総督府の要望に応えた円了の存在が

あればこそ、東洋大学による朝鮮分校の申請が行われたのだと思う。

（２）境野哲（黄洋）
境野哲（黄洋、1871‒1933）〈右写真〉は哲学館出身の仏教学者で、と

くに仏教史研究で著名であるほか、明治 30 年代の新仏教運動（８）の中

心メンバーでもあった。1918 年（大正７）６月、境野は 48 歳で東洋大

学の第四代学長に就任した。哲学館出身者として初の学長である。それ
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まで哲学館、東洋大学の学長は、初代井上円了に続い

て第二代前田慧雲、第三代大内青巒というように、円

了と親交のある仏教界の長老格の人物が務めていた。

ここからすると、若い境野の学長就任は斬新なもので

あった。

　学長就任から半年後の 12 月、境野は大きな問題に直面した。文部省

が「大学令」を公布したのである。これは、文部省の規定に沿えば、当

時、専門学校扱いであった私立大学も国で定める大学になるというもの

である。ただ、それには多額の準備金が必要とされた。境野は 1919 年

（大正８）１月、「東洋大学基本金募集趣意書」を発表し、東洋大学を本

当の意味での東洋学の研究の大学にするためとして、１．大学部の拡

張、２．三学科の設置（国学科、漢学科、仏学科）、３．感化救済科の設

置などの方針を打ち出し、昇格基金募金への協力を校友に求めた。必要

とされる金額は総額 250 万円であり、現在の貨幣価値では億単位に近

い金額と考えられる。

　このとき境野は、大学の資産を増やすため、北海道と朝鮮に、政府の

土地払い下げ（あるいは貸下げ）を求める動きを行った。おそらく朝鮮

分校はこれと関連した話として出てくるのだと考えている。それを構想

したのは次に見る三輪政一である。

（３）三輪政一
　三輪政一（1879‒1953）（９）〈右写真〉（10）は、号は華城。出身、学歴

等は不詳だが、後に東洋大学の「得業」という称号を

得ていることから、卒業しないまでも一時は東洋大学

に在籍していたと考えられる（11）。彼は 1902 年（明

治 35）から 1910 年（明治 43）まで、すなわち 20 代

半ばから 30 代半ばまでは朝鮮におり水
スウォン

原（ソウルの
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南にある都市）で華城学校という韓国人を対象とした日本語学校を運営

していた（12）。1910 年（明治 43）に帰国すると、境野らが行っていた

新仏教運動に参加し、雑誌『新仏教』に朝鮮仏教の状況や当時の日本の

若者気質を批判する熱い論説を発表している（13）。そして 1915 年（大

正４）に雑誌『新仏教』が廃刊となった翌年から東洋大学と関連するよ

うになるが、これには新仏教運動の中心であった境野との関連があると

推測される。

　東洋大学の記録に初めて出るのは 1916 年（大正５）に開かれた新入

生歓迎会の記録で、そこでは三輪が「堂々たる肥満の体躯を提げて、頗

る青年向きの気概に富める快弁を振」（14）るったとある。その後、1917

年（大正６）には校友会常務委員をつとめている（15）。1919 年（大正

８）、６月６日、井上円了が中国・大連で亡くなった際には、幹事とし

て東洋大学を代表して現地に向かい、さらに現地で行われた葬儀では東

洋大学および京北諸学校を代表して告別の辞を述べている。その後、百

カ日法要でも幹事として参加し、井上円了の追悼文集である『井上圓了

先生』（1919 年）の編者も務めている。このように三輪は、1920 年前後

には東洋大学の幹部の中では学長に次ぐナンバー２の位置にあった（16）。

　私は朝鮮分校の構想者は三輪であると考えている。その根拠は、第一

に、新聞記事の中で具体的な分校計画を語っているのは三輪しかいない

こと。第二に、後述するが、1923 年の東洋大学内部の紛争の中、反学

長派が境野を攻撃する文書の中で、三輪と思われる人物を挙げて、「朝

鮮分校設立の虚偽宣伝者」としているからである（17）。この仮定の上で、

なぜ三輪は朝鮮分校を思い立ったのかを推測してみる。その背後には、

円了の朝鮮に対する思いを継承したこともあったであろうが、過去に自

分が朝鮮で朝鮮人を教育していたというキャリアと、三輪自身の朝鮮人

に対する同情心、愛情も持ち合わせていたからだと思う（18）。三輪が

1910 年に朝鮮から日本に引き上げてきたのは、日露戦争後の統監政治
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が面白くなかったからというが（19）、帰国して約 10 年、東洋大学の中

で権力を得て、ナンバー２の位置に達した時に円了から朝鮮教育の話を

聞いた三輪は、昔自分がいた朝鮮に思いを馳せたことであろう。そこで

分校設置を思い立ったのではないか。

４．朝鮮分校構想の経緯
　ここでは朝鮮分校構想の経緯を 1918 年（大正７）から 1923 年（大

正 12）まで、資料を解読しながら見ていく。資料は主として当時の新

聞記事である。ここでは引用参照の便を考え、本文末に資料をまとめて

掲げることにし、本文では（資料○）『新聞名』として資料の原文を指

示することにした。

（１）1918年（大正７）
　朝鮮分校構想が生れた時点について、1920 年（大正９）の（資料Ｂ）

『大阪朝日新聞』には「先年末」、（資料Ｃ）『朝鮮日報』、（資料Ｄ）『東

亜日報』には「数年前から」、1921 年（大正 10）の（資料Ｊ）『中外日

報』には「朝鮮分校案三年の念願」とある。ここから構想が生れたのは

1918 年（大正８）と考えられる。前述したように、この年の５月から

７月にかけて井上円了は朝鮮巡講を終え帰国した。そして朝鮮に対する

教育の重要性と大学設置の必要性を語っていた。同年６月、学長に就任

した境野は、昇格基金のために朝鮮の土地払い下げを構想しており、そ

れに便乗する形で三輪が朝鮮分校を構想し、総督府に申請を行ったと考

えられる。これが大々的な宣伝とともに行われなかったのは、工作によ

る「土地払い下げ」という、秘密性が高いことだったからと推測する。

（２）1919年（大正８）
　１月、境野は「東洋大学基本金募金趣意書」を発表し、新たな大学構
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想の展開と大学昇格のための資金の募集に乗り出した。こうした中、３

月に朝鮮で大きな事件が起こった。１日、独立万歳を叫ぶ示威運動が朝

鮮全土で起こったのである。これは日本にとって大きなショックだっ

た。25 日、東洋大学の卒業式の際に円了は「朝鮮を中心とする訓諭」

を行った（20）。内容は不明であるが、独立運動に関することであること

は間違いないであろう。そこで円了は鮮人同化説を再度説いたかもしれ

ない。その３ヶ月後、円了は中国大連で客死する。これ以後、朝鮮分校

は境野、三輪の二人の手で進められることになる。

　６月には東洋大学財団寄付行為が認可され、人事も学長が境野、幹事

が三輪、幹事并会計が郷白厳となった。さらに 11 月には校友会会則改

正、校友会評議員会が行われている。

（３）1920年（大正９）
　４月、（資料Ａ）『中外日報』紙が初めて朝鮮分校構想を報道する。そ

こには「未だ尚を発表の運びには到らざるも」として朝鮮分校計画があ

ることだけを手短に述べる。続いて７月末に（資料Ｂ）『大阪朝日新聞

（外地版）』に、東洋大学朝鮮分校が総督府の承諾を得たという報道が出

る。８月初にはほぼ同じ内容が（資料Ｃ）『朝鮮日報』、（資料Ｄ）『東亜

日報』に出る。内容は、１．東洋大学は数年前から京城に分校を設立す

る希望があり総督府と交渉していたが、このたび斎藤総督、水野政務総

監の承諾を得たこと。２．遠からず境野と大学幹部が京城で総督府と合

意した後、土地の選定を行うこと、である。

　前に見たように、先行研究では、朝鮮民衆の間に民立大学設立の動き

が盛り上がり、これに対して総督府が以前から申請があった東洋大学分

校をそれに充てるべく許可したと言われる。これが正しいとすれば、東

洋大学は総督府の朝鮮人対策に利用されたとも言えるであろう。

　なお、先行研究では当時、朝鮮には大学の分校の規定がないことから
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東洋大学分校を止め、その代わりに当時、京城にあった京城医科専門学

校を大学に昇格させる案を出したとある（21）。しかし当時の朝鮮には東

洋協会専門学校（現在の拓殖大学の前身）の分校が存在していること
（22）、また、（資料Ｇ）『京城日報』、（資料Ｉ）『朝鮮日報』には、翌年

の 1921 年に東洋大学分校の設置が合意された際、「大学令はないが、

分校なら問題ない」と総督府関係者が語っているところから考えて、再

検討の余地があると思われる。

　また不思議なのは、これほどの事業が認可されたにもかかわらず、東

洋大学側では何らの反応も見られないことである。普通に考えて、例え

ば大学の雑誌で朝鮮分校に関する特集を組むなどしてもよいはずであ

る。しかし、そうした動きは見られないのも、これが隠密のことだった

からかもしれない。

　記事には境野および学校の幹部が京城に来て総督府と合意するとある

が、この年に彼らが朝鮮に行った記録はない。なお、総督府では、この

年の末に臨時教育調査委員会を設置し、後に「第二次朝鮮教育令」とし

て公布される新たな教育体制の審議を開始する。

（４）1921年（大正10）
①臨時教育調査委員会の動向と「沢柳博士覚書」

　朝鮮ではこの年の前半、１月と５月に臨時教育調査委員会が開催さ

れ、新たな朝鮮の教育体制が審議された。中心は「内地延長主義」に基

づき、修業年限や教育程度などにおける日本人・朝鮮人間の差別を撤廃

しようとするところにあった。５月の「臨時教育調査委員会決議要項」

の中、高等教育について見ると、「（５）専門学校大学予科及大学ハ内地

ノ制度ニ拠ル」（23）と明記された。

　さて、この会議の中で東洋大学朝鮮分校の話は出たのであろうか。新

聞記事以外で分校記事を見つけることは難しいが、「沢柳博士覚書」（資
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料Ｅ）という 1921 年（大正 10）６月作成と推測される資料がある。こ

の沢柳博士とは明治から大正にかけての教育行政官、教育者であった沢
さわ

柳
やなぎ

政
まさ

太
た

郎
ろう

（1865‒1927）である。彼は臨時教育調査委員会の委員でも

あり、この覚書は斎藤総督との間で交わされたものである（24）。

　沢柳は円了および東洋大学と縁が深い。東京大学では円了の２年後輩

であり、卒業後には哲学館講師も務めた。さらに 1919 年（大正８）１

月、境野によって発表された東洋大学拡張のための事業計画における顧

問（全 18 名）の一人にも名を連ねている。さらにこの年の４月には入

学式で「東洋大学の使命」という講演も行っている（25）。また円了が始

めた修身教会に賛同し、『修身教会雑誌』第一号に「修身教会の趣旨を

賛す」という記事を寄せている。このように東洋大学と縁が深い沢柳で

あれば、朝鮮分校に理解を示したとしてもおかしくはない。

　覚書を見ると、「宗教ノコト」とあり、続いて「東洋大学朝鮮分校ノ

コト」とだけ記されている。これだけでは具体的な内容を知ることはで

きないが、想像を逞しくすると次のことが考えられる。当時、総督府が

苦慮していた問題の一つが宗教問題である。とくにキリスト教は排日思

想の温床として警戒していた。しかし露骨にキリスト教を弾圧すると西

洋諸国から批判が来る。そこで宗教的に朝鮮人を思想「善導」する方法

はないか。それが覚書の「宗教ノコト」であると思われる。そしてそこ

に「東洋大学朝鮮分校ノコト」とあるのは、キリスト教対策のため、儒

教仏教を中心とした宗教面での教育を東洋大学分校に期待したと考えら

れる。以上はあくまでも推測である。

②三輪と鼎の京城行き、および朝鮮分校構想の発表

　８月、三輪政一と鼎義暁（26）とが京城に行き、分校設置について総督

府首脳から承諾を得、さらに朝鮮の有力者と話し合ったという記録があ

る（資料Ｆから資料Ｊ）。ここに分校構想の具体的な内容が出ているの
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で、詳細に見ていくことにする。

　第一に日程を確認する。（資料Ｆ）『東亜日報』によれば、５日入京と

ある。当時は釜山まで船で行き、そこから汽車で京城まで行かなければ

ならないことを考慮すると、実際の朝鮮入は１‒２日前であろう。そし

て６日には斎藤総督、７日には学務局長、財務局長、８日は水野政務総

監を訪問して、それぞれ朝鮮分校について諒解を得たとある。帰国の日

程であるが、（資料Ｆ）『東亜日報』には「13 日に帰東して」とあるが、

（資料Ｊ）『中外日報』には 20 日帰国とある。20 日が正しいであろう。

おそらく９日の段階では 13 日に帰国する予定であったが、その後、現

地で滞在を延長する用事が出来たため、１週間延ばしたと考えられる。

ここから朝鮮での日程は、８月３､４日に朝鮮に入り同月 20 日に帰国

したと考えられる。

　第二に、三輪、鼎が会った人物を確認する。日程の前半は総督府関

係、後半が朝鮮人名士である。（資料Ｆ）『東亜日報』によれば、６日に

斎藤総督、７日に学務局長（柴田善三郎）、財務局長（河内山楽三）、８

日に水野政務総監を訪問したとある。次いで（資料Ｊ）『中外日報』に

は朝鮮の有力者との会談が記される。まず「閔子爵、成男其他の十数氏

の大賛成を得」たとある中、閔子爵とは、日本から子爵を授けられた朝

鮮貴族、閔泳徽（ミン・ヨンフィ、1852‒1935）である。三輪によれば、

彼は「老躯を起して東洋文化の為め分校設立に尽すことを感激の辞もて

約された」という。また「成男」とは日本から男爵を授けられた朝鮮貴

族の成岐運（ソン・ギウン 1847‒ ？）と思われる。その他「十数氏」

についてはわからないが、朝鮮の貴族たちであろうか。ほかに「三十本

山の首脳部の快諾を得」たとある。これは朝鮮仏教界の代表者の集まり

である。その他、朝鮮の儒教団体である儒道大同学会主幹の崔永年

（チェ・ヨンニョン、1856‒1935）とも会った。崔は京畿道光州出身。

大韓帝国末期に親日団体である一進会会員として活動、その後、儒教系
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団体でも活動した。植民地時代の活動から、近年では「親日反民族行為

リスト」に加えられている。崔はこの年の８月に東洋大学に七言四十二

句からなる漢文の手紙を送っている。この中に崔が三輪、鼎と酒を酌み

交わし話をしたことが記されている（27）。ちなみに崔永年は翌年５月、

東洋大学を訪問している。以上、三輪と鼎が面会した人物は、総督府の

首脳と朝鮮の有力な人士、具体的には日本から爵位を授けられた朝鮮貴

族、仏教界の代表、儒教界の人物ということになる。

　第三に朝鮮分校の具体的な構想を検討する。まず（資料Ｈ）『毎日申

報』の内容である。

　第一に、儒教、仏教の思想を朝鮮の青年に植え付けること。原文に

は、「東洋共通の二大思想である仏教、儒教の心髄を朝鮮青年に樹植す

るためである。この二教は世人が共に知るように、日本よりも朝鮮が早

速、発達し、この二大思想に養育され、既に深い根があるが、（仏教は

―佐藤補い）李朝の抑圧を被り、その発達が中断され、儒教もその後、

現代的な発達を見ることができない。余等同志はこのことを甚だ遺憾に

思っている。この際、必ず大切なこの教を朝鮮に興し、一段進んで日鮮

相互の思想的一致を堅固にし、文化の共通発達を図るためのものであ

る。」とある。

　第二に、授業は西洋哲学など東洋大学で講義している内容も教授する

こと。原文には「ただ儒仏にとどまらず、西洋哲学その他、本校で課す

科目は、大概教授する」とある。

　第三に講師として東洋大学に留学していた朝鮮人を活用する可能性も

あること。原文には「ことに本校には、朝鮮学生が六十余名も在校し、

卒業生の中にもすでに錚々たる人がいるので、教授講師もできるだけこ

こに着眼し、相互の学究に便利になる方法をとりたい。」とある。実際

にこの時期、朝鮮人留学生が数多く東洋大学に在籍していた。1921 年

（大正 10）には朝鮮出身学生が 71 名在籍しており（28）、これは当時の在
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学生全体（685 名）（29）の一割を超す割合である。三輪は朝鮮学生の歓

迎会にも参加し（30）、朝鮮通の実力を生かしていたことが推測できる。

もし彼らを講師として登用していたら画期的なことだったと思う。

　第四に私立大学としての性格を保持することである。原文には、「純

粋な私立大学として少しも官学的な臭みを加えない。もちろん、設立そ

の他については総督府の労苦を煩わせるが、その維持経営などについて

は、どこまでも独立して全く自由の発達を遂げることを覚悟する」とあ

る。これは三輪の思いであったろうが、総督府関係者の心証を害する発

言であると思う。

　第六には場所は京城の近くを予定していること。

　前述したように筆者は、以上の抱負の大部分は三輪自身の構想である

と思う。それを裏付けるかのように、最後に「これら具体的な事はいま

だ何らの建案も無い。具体的案が完成した後で予算を作成するので、早

くともここ一両年後でなければ授業開始の運びには至らないであろう。」

とこれがただの構想に過ぎないことを、自ら明している。

　それにもかかわらず、帰国後の三輪の発言も絶好調である。（資料Ｊ）

『中外日報』８月 25 日付には「斎藤総督以下、彼地に於いて賛成援助

者五百人は立ち所に得させる事や、開校の暁は一千人の学生は鶏林八道

に飛檄して必ず得ることまで細部に亘る交渉が順調に進んだ、斯様な次

第であるから、最早、実現最近にありと見てよい」と、まるで、すぐに

も実現しそうな威勢のよい言葉が並んでいる。ここが分校計画の絶頂期

である。（資料Ｋ）『東亜日報』では、９月 29 日付の記事で、朝鮮分校

に関する義論は訪米中の境野が帰国する 10 月末から始めることが書か

れている。

　なお、三輪、鼎の朝鮮行について東洋大学校友会誌である『東洋哲

学』は、「職員動静欄」で三輪政一について「鼎義暁氏と共に分校問題

に付き朝鮮に旅行し総督、総監等と打合せ去月 20 日帰京」（31）と事務
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的に記すだけである。

③東洋大学の状況

　この年、東洋大学では４月から新学科が開設された。専門学部の文化

学科と社会事業科である。これは 1918 年の「東洋大学基本金募集趣意

書」にも記載されていたものであり、改革が実行に移されたものであ

る。６月にはこれら新設学科の披露会が帝国ホテルで開催された。ま

た、朝鮮との関係は続き、この年の５月と 10 月にも朝鮮から視察団が

来校し歓迎会を行っている。また境野は７月から10月まで約３ヶ月間、

北米を視察している。

（５）1922年（大正11）
①柳宗悦の朝鮮行と朝鮮分校

　１月、宗教哲学者、民芸運動家、朝鮮美術研究家であり当時、東洋大

学教授であった柳
やなぎ

宗
むね

悦
よし

が朝鮮の民族美術館建設地を探すために京城を

訪れた。この時、朝鮮分校に関しても活動をしたという記録がある（32）。

（資料Ｌ）『東亜日報』によれば、朝鮮分校が「近日決定され、一年後に

は実現されるとのこと」と、進行状況が具体的に記されている。ただ柳

と朝鮮分校との関係について知ることができるのはこれだけである。柳

には 1923 年（大正 12）「朝鮮に於ける教育に就て」（『柳宗悦全集 著作

篇 第６巻』所収）という文があるが、この中に朝鮮分校の話は出てこ

ない。

②「朝鮮教育令」をめぐる動き

　同じ１月、「朝鮮教育令」に関する法案が枢密院に提出された。２月

には正式に発布され、４月から施行された。これにより新しい朝鮮の教

育体制が動き出すことになる。
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③東洋大学と朝鮮

　東洋大学に目を転じると、４月から５月にかけて朝鮮からの訪問者が

相次いでいる。４月 18 日には江原道儒道闡明会内地視察団（32 名）が

訪れ、また５月 11 日には前出の崔永年が大学参観のため来日した。ま

た、10 月 19 日から 11 月 17 日までの約１ヵ月間、境野は朝鮮で講演旅

行を行っているが（33）、その記録には朝鮮分校のことは見えない。

（６）1923年（大正12）
　東洋大学の歴史の中、1923 年（大正 12）は「大正十二年の紛擾」と

いう事件が起こった年である。この中で境野と三輪は学生に殴打されて

重症を負い、やがて東洋大学から離れていく。この事件の中で学長（境

野）と反学長派との間で戦わされた論戦の中に「土地払い下げ」と「朝

鮮分校」が登場する。まず事件の概要を見た上で、朝鮮分校に関する記

事を見る。

①事件の概要

　３月末、境野は大学幹部の田辺善知から、郷白厳という幹事を解職さ

せる提案を受けた。境野は十人の教授に相談したところ解職に反対で

あった。しかし５月９日、境野は郷の解職を決定した。すると郷と親交

のあった教授、和辻哲郎、島地大等、得能文らは異議の表明として辞表

を提出した。特に和辻は文化学科の学生を前に「事情によってやめるこ

とにしたから、これでお別れする」という「告別演説」を行った。ここ

から学生たちの間に学長排斥運動が起こるようになった。学生たちは盛

んに集会を開き、17 日には「即時学長の自決を促す」決議を行うなど、

大学全体が不穏な雰囲気につつまれた。19 日、境野は幹部会を開き、

21 日から 31 日までの 10 日間の全学休校と、学長排斥運動の学生側の

中心人物 34 名の除名、停学を決定した。
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　こうした中、東洋大学卒業生の集まりである校友会も反応した。反学

長の立場をとる校友は「校友有志団」を結成し、14 日には「東洋大学

の根本革新を要望し、学長学監幹事等の処分を促す」という批判文書を

境野に提出、境野が回答の必要なしと答えると、事件の顛末を都下の新

聞各社、校友に送付した。18 日には教授団が境野に対して連名をもっ

て事件の解決を維持員会に一任するよう勧告書を送った。26 日境野は

顧問会に事態解決への援助を求めた。第一回の顧問会では、顧問の岡田

良平は境野を援助することを約束したが、数日後に開催された第二回顧

問会では、岡田は豹変し境野に対して学長職の辞職を強く迫った。

　６月１日、休業が明けたが、大学内の雰囲気は相変わらず険悪であっ

た。25 日、岡田は境野に再度学長辞職を求めた。これに怒った境野は、

同日、岡田に対して調停拒否を通知し、翌 26 日、反学長派の煽動に加

担したとされる六人の教授に解職通知を送った。通知を受けた教授たち

は解職拒否を表明した。こうした中、学生たちの学長に対する不満は最

高潮に達し、27 日、学生たちは学長室に押し入り、境野と三輪とを殴

打して重症を負わせた。２日後の 29 日、文部省は境野に対して学長認

可取り消しの命令を下した。のち学長職は湯本武比古が一時代理を努

め、８月になり顧問会顧問であった岡田良平が第五代学長に就任した。

②事件の原因と朝鮮分校

　この事件の発端は一幹事の解職をめぐる問題であるが、その背後に

は、以前からあった境野学長、三輪幹事という体制に対する教授陣、校

友の不満がある。境野側に立ったのは田辺善知、反境野側の代表が高島

米峰であった。反境野側は 10 項目にわたり境野を批判する文書（資料

Ｎ）を出すが、その第５項では大学昇格運動が順調に行かないことを批

判し、さらに「其の後朝鮮土地払い下げ北海道土地買収など極めて幼稚

で空想的な計画をなして悉く失敗したるのみならず、朝鮮に分校を設置
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するといふ虚偽の宣伝までして自らを欺き、天下を欺いた（下線筆者）」

と厳しく批判する。ただ、ここで注意されるのは、「土地払い下げ」と

「朝鮮分校」とが一体ではなく、区別されていることである。さらに第

９項に、「学監に擬せられて居る人の如きは曾て本大学朝鮮分校設立の

虚偽宣伝者である。（下線筆者）」とある。これはおそらく三輪を指すも

のと思われる。ここから朝鮮分校の構想は三輪の主張であったことが確

認されると同時に、三輪への強い反発が窺える。

　これに対して７月に境野は反論する（資料Ｐ）。朝鮮における土地貸

下げ運動が学校の財政的基礎確立の目的であること、さらにそれは自ら

の借金で行い、東洋大学の予算には迷惑をかけていないことを述べてい

る。ここでも境野は、土地貸下げには言及するが、朝鮮分校には言及し

ない。ここから境野としても朝鮮分校とは距離を置いていることが窺え

る。さらに境野側の田辺も８月に、もしこの騒動がなければ、「朝鮮に

於ける五千町歩無償払下問題」は成功したであろうと述べている（資料

Ｑ）。

（７）小結
　以上、朝鮮分校構想の経緯を 1918 年（大正７）から 1923 年（大正

12）まで見てきた。ここで整理する。まず構想の端緒となったのは

1918 年（大正７）の円了の朝鮮巡講である。この時、円了の朝鮮教育

に対する思いを、大学運営の中心であった境野、三輪は耳にしたことで

あろう。そして境野は大学財政の一助として朝鮮の土地払い下げ運動を

行った。これに便乗する形で、三輪は朝鮮分校構想を発案した。そして

おそらくこの年に、朝鮮総督府に対して分校設立の申請を行ったと思わ

れる。

　1920 年（大正９）８月、総督府は分校設置を「了解」した。これは

口約束に近いもので、正式な合意ではない。翌年 1921 年（大正 10）８
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月、三輪と鼎が京城に行き、総督府関係者および朝鮮人有力者と会談す

る。そこで三輪は、おそらく「三輪自身の」分校構想を具体的かつ雄弁

に語った。分校構想の話し合いは、境野が米国から帰国した 10 月末か

ら年末にかけて行われたと思われる。そして柳宗悦の証言に基づけば、

その時に１年後に授業を始めることまで決まったらしい。そこで 1922

年（大正 11）１月、柳宗悦は京城の土地を選定しようとした。しかし、

それ以後は分校の話は記録に出ず、次に出てくるのは大正 12 年の事件

の時である。その間、何があったのか。この部分が分校構想がなくなっ

た原因の考察になる。

　理由はいくつか考えられる。第一に 1921 年（大正 10）末に、具体的

な話し合いが行われていた場合、そこで強い反対にあったことが考えら

れる。筆者の推測では、朝鮮分校は、ほぼ三輪の一人で構想した事業で

あり、三輪に反発を持つ人の支持はまったく得られなかったであろう。

第二に、では境野はどうであったか。境野自身の供述（資料Ｐ）では、

境野が行った事業はどこまでも土地貸下げ（払い下げ）であり、朝鮮分

校とは述べていない。おそらく境野は、分校計画自体に関心がなかった

か反対だったと考える。境野の立場に立って考えると、重要なのは募金

を集めて大学昇格を果たすことであり、そこからすると朝鮮分校は優先

度が低い。もし京城の土地を払い下げされたとしても、そこに学校がで

きれば運営が必要である。それにはまたお金がかかるであろう。こうし

たことを当時の境野が望んでいたはずはないと思うのである。そのよう

に考えると、やはり分校構想は三輪の独断だった可能性が高い。すると

1922 年１月に朝鮮分校の土地を探しに来たという柳宗悦の行動は何で

あったか。これも想像でしかないが、朝鮮に同情的な人物であった柳は

三輪の数少ない理解者だったのではないだろうか。そして、いわば独断

で朝鮮分校の土地を探しに行ったとも考えられる。以後、朝鮮分校構想

は、しばらくは人々の記憶にあったようであるが（資料Ｒ）、その後忘
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れ去られた。

　大正 12 年の事件以後、境野は東洋大学の学長認可を取り消された後、

1926 年（大正 15）に駒澤大学の教授となり、1933 年（昭和８）に脳溢

血で亡くなる。一方、三輪は、かねてから従事していた社会事業に専念

し（34）、1953 年（昭和 28）に亡くなる。

５．おわりに
　東洋大学朝鮮分校計画は、現在、歴史の表舞台から完全に消えてい

る。しかし、今回、調べていくうちに周辺状況がいろいろとわかってき

た。未解決の部分はさらに調査を行う予定である。

　さて、朝鮮分校が実際に京城に設立されていたらどうであっただろう

か。三輪の構想のように、儒教仏教を中心とし、西洋哲学も講じ、何よ

り朝鮮人による講義が実現したらどうだったであろうか。京城帝国大学

は官学中の官学であり、当時の教員に朝鮮人はいないことからすると朝

鮮人のためになるようにも思われる。

　しかし大きな壁につきあたることも予想される。教育の中心が儒教と

仏教であったとしても、単純なそれではなく、円了のような教育勅語を

基本とする儒教仏教教育を行ったとしたらどうだろうか。また、東洋大

学の校是であった「護国愛理」（35）も問題となるかもしれない。「護国」

の国とは日本である。当時は朝鮮も日本の一部であったからおかしくは

ないだろうが、朝鮮人からみると抵抗感はあったであろう。

　最後に大きく時代の流れで朝鮮分校構想を位置づけてみたい。キー

ワードは「転換点」である。1920 年（大正９）前後は、欧州では第一

次世界大戦が終わり新たな国際体制の模索が行われていた。極東の日本

では、第一次世界大戦のおかげでドイツ利権を得るとともに中国にも進

出し五大国の一つに数えられるようになった。一方、植民地朝鮮では併

合以来の政治が 10 年で転換点を迎えた。1919 年（大正８）の三一独立
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運動が起こり、総督府は朝鮮民衆の不満を受け、統治のあり方を見直す

時期に来ていた。東洋大学は、大学昇格運動に伴う諸改革という転換点

にいた。朝鮮分校構想はこのような 1920 年代という世界史的な時代の

転換点の中で生れた「まぼろし」であった。

＜東洋大学朝鮮分校関係資料＞

・以下の資料は、筆者が入手した東洋大学朝鮮分校に関する資料を年月

順に並べたものである。

・新聞資料の中、『中外日報』は日本で発行されている宗教系新聞。『京

城日報』は植民地時代、京城（ソウル）で発行された日本語の一般新

聞。『毎日申報』、『朝鮮日報』は京城（ソウル）で発行された朝鮮語

の一般新聞。『毎日申報』、『朝鮮日報』は筆者が翻訳した。

（Ａ）『中外日報』1920 年（大正９）４月３日「東洋大学の新大計画

京城に分校」

未だ尚ほ発表の運びに到らざるも、東洋大学に於いては近き将来にその分
校を朝鮮京城に建つる計画、目下着々進行中なりと、

（Ｂ）『大阪朝日新聞（外地版）』1920 年（大正９）７月 30 日「朝鮮の

最高学府　東洋大学京城分校設置」

東京小石川区原町私立東洋大学は我国最初の東洋哲学研究機関として有名
なる学校なるが同校にては先年来朝鮮京城に同校の分校設置の議起り其筋
とも交渉中なりしが、愈今回齋藤総督、水野政務総監の内諾を得たれば、
近く境野同学長を始め幹部が来城し、総督府との打合、学校敷地の選定等
を為す筈なるが、聞く処に依れば同校は朝鮮に於ける最高学府として鮮人
教育に全力を注ぐべしと（京城）
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（Ｃ）『朝鮮日報』1920 年（大正９）８月２日「京城に東洋大学分校

遠からず建築地を選定する予定」

日本東京小石川区原町、私立東洋大学は、日本最初の東洋哲学研究機関と
して有名な学校であるが、同校では年内に朝鮮京城に同学校の分校を設置
する計画があり、当局に交渉中であったが、今般、斎藤総督と水野政務総
監の承諾を得て、遠からず、同学校の学長・境野氏とその他、学校幹部が
京城に来て、総督府と合意した後、学校を設立する場所を選定することに
なる。もし実現すれば、従来、大学がなかった朝鮮では同分校が朝鮮の最
高学府となり、朝鮮人教育に全力することになるという。

（Ｄ）『東亜日報』1920 年（大正９）８月４日「朝鮮大学設立許可？」

東京小石川区原町、私立東洋大学は、日本最初の東洋哲学研究館として有
名な学校であるが、同校では数年前から朝鮮京城に同校の分校を設置する
計画があり、当局に交渉中であったが、今般、斎藤総督と水野政務総監の
承諾を得て、遠からず、同学校の学長・境野氏とその他、学校幹部が京城
に来て、総督府と合意した後、学校を設立する場所を選定することになる。
もし実現すれば、従来、大学がなかった朝鮮では同分校が朝鮮の最高学府
となるという。（東京電報）

（Ｅ）「沢柳氏覚書の写」1921 年（大正 10）６月（『日本植民地教育政

策史料集成（朝鮮篇）』第 16 巻、「教育制度施行に関する沢柳博士の意

見　写在中」1987 年９月、龍渓書舎）＊■は難読字

一　学校増設ノコト（私立学校ノコト）
一　修史事業ノコト
一　大学ノコト
イ■界■大学
ロ綜合大学　文、理、工、農、法学部　各学部ニ必要ニ依リ■■部ヲ設
置スルヲ得シム
ハ■■師範学校ニ相当スル施設ヲ大学ニ附設スルコト
ニ大学ノ図書館ハ之ヲ完備シ■■ノ研究を展開スルコト



24 (319)

一　宗教ノコト
東洋大学分校ノコト

一　在東京鮮人学生ノ応急■
中学校ヲ設ルコト　番町建物ヲ利用スルトスレバ創業費約二万五千■、
経常費補助約八千■

一　青年教育者招待ノコト
一　朝鮮通史ノコト

（Ｆ）『東亜日報』1921 年（大正 10）８月９日

東京小石川の東洋大学は、京城に朝鮮分校を設置する計画があり、同校幹
事三輪政一、鼎義暁の両氏は、この旨を帯びて来鮮し、五日入京して朝鮮
ホテルに滞在中であるが、六日総督、七日学務局長、財務局長を訪れ、八
日総監を訪問して各、その諒解を得たことにより、両氏は十三日に帰東し
て近々、具体的に分校設立案を発表する予定であるという。

（Ｇ）『京城日報』：1921 年（大正 10）８月９日「東洋大学分校　京城

に設置」

東洋大学は、京城に朝鮮分校を設置する計画があり、同校幹事三輪政一、
鼎義暁の両氏は五日入城、目下朝鮮「ホテル」に滞在中なるが、右は京城
に同大学分校設立の為にて総督府に陳情打合す処あり。総督府に於ては未
だ大学令施行規定なきも、分校を設立するは敢えて差支なしとの意見一致
せるものの如く、水野総監、西村殖産局長、柴田学務局長の諒解があり、
愈々同大学分校設置に内定せり。因に同氏は来る十二日迄滞城、諸般の打
合をなし帰東すべしと。

（Ｈ）『毎日申報』1921 年（大正 10）８月 11 日「東洋大学分校設立－

具体的成案は未定」

東洋大学幹事三輪政一、講師鼎義暁両氏を朝鮮ホテルに訪ね、両氏は
交々、語るには、余らは今回の渡鮮は東洋大学の分校を当地に設立を希望
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するものであり、総督府並びに地方有力者に初相談をしようとし、既に総
督府当局には充分に諒解を得たので、各々有力者と計画しようとするもの
である。
その目的は東洋共通の二大思想である仏教、儒教の心髄を朝鮮青年に樹

植するためである。この二教は世人が共に知るように、日本よりも朝鮮が
早速、発達し、この二大思想に養育され、既に深い根があるが、（仏教は―
佐藤補い）李朝の抑圧を被り、その発達が中断され、儒教もその後、現代
的な発達を見ることができない。余等同志はこのことを甚だ遺憾に思って
いる。この際、必ず大切なこの教を朝鮮に興し、一段進んで日鮮相互の思
想的一致を堅固にし、文化の共通発達を図るためのものである。
教授科目としては、ただ儒仏にとどまらず、西洋哲学その他、本校で課

す科目は、大概教授する。ことに本校には、朝鮮学生が六十余名も在校し、
卒業生の中にもすでに錚々たる人がいるので、教授講師もできるだけここ
に着眼し、相互の学究に便利になる方法をとりたい。
学校の特色としては、純粋な私立大学として少しも官学的な臭みを加え

ない。もちろん、設立その他については総督府の労苦を煩わせるが、その
維持経営などについては、どこまでも独立して全く自由の発達を遂げるこ
とを覚悟する。設立地は京城あるいはその付近を選ぼうとしている。これ
ら具体的な事はいまだ何らの建案も無い。具体的案が完成した後で予算を
作成するので、早くともここ一両年後でなければ授業開始の運びには至ら
ないであろう。

（Ｉ）『朝鮮日報』1921 年（大正 10 年）８月 12 日「朝鮮に東洋大学分

校を設置するという話はすぐか？申請を提出し遠からず許諾される模

様」

東洋大学幹事・金
マ

井
マ

義暁氏と三輪政一氏の両氏は、目下、京城ホテルに滞
在中であるが、今回両氏が入城した理由は、京城に東洋大学分校を設置し
ようとして、総督府に認可申請を提出し、総督、政務総監、西村局長その
他と面会を行い、ほぼ諒解を得た模様であるが、朝鮮ではいまだ大学令が
ないために正式に大学の設置は難しいと思われるが、分校を設置するので
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あれば、関係ないであろうと述べ、遠からず正式に公布されるであろうと
のこと

（Ｊ）『中外日報』1921 年（大正 10 年）８月 25 日「東洋大学の朝鮮分

校案　朝鮮朝野の賛成で近く実現」

東洋大学が東洋文化の基調となつてをる仏教や儒教の東漸中継地となつて
居る朝鮮に分校を計画して、大陸に於ける文化運動の発原の最高学府を作
ることは、昨年春頃一寸報じた事があるが、爾来その計画は急速力で展開
して、去る一日、同大学の幹事三輪政一氏は同鼎義暁氏とその実行方法に
就き、彼地の京城を中心に諸方面の人士と会談打ち合はすべく渡韓二旬の
旅行を終つて去二十日帰東した、その結果に就き三輪氏は談る、「今度の交
渉で東洋大学の朝鮮分校案三年の懸案に対して非常な成果を挙げた、斎藤
総督、水野総監を初め民間では閔子爵、成男其他の十数氏の大賛成を得、
閔子の如きは老躯を起して東洋文化の為め分校設立に尽すことを感激の辞
もて約された位で、その他例の三十本山の首脳部の快諾を得、斎藤総督以
下、彼地に於いて賛成援助者五百人は立ち所に得させる事や、開校の暁は
一千人の学生は鶏林八道に飛檄して必ず得ることまで細部に亘る交渉が順
調に進んだ、斯様な次第であるから、最早、実現最近にありと見てよい、」

（Ｋ）『東亜日報』1921 年（大正 10）９月 29 日：「東洋大学分校　具体

決定、期は遠からず」

東洋大学は朝鮮に分校を設立し、朝鮮の新人に儒教と仏教とを根底とした
文化教育を施す計画を立てているが、目下、外遊中にある同校の境野学長
が十月末に帰朝するのを待ち、具体的な方針を立てるという。（東京電）

（Ｌ）『東亜日報』1922 年（大正 11）１月６日：「慶農齋を移建して」

（前略）そして今回、私が京城に来た目的は、民族美術館設立以外に東洋大
学朝鮮分校設立のため、その準備をしようと来たのです。東洋大学で朝鮮
に分校を設置しようというのは年来の経営でしたが、近日決定され、一年
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後には実現されるとのこと。学科は文学を中心として東洋哲学を主として
教え、それ以外に西洋文学も教える予定であり、学生は純全たる朝鮮の青
年を募集して教授するものであると語ったという。

（Ｍ）『東亜日報』1922 年（大正 11）１月 14 日：「英画家の版画展覧」

東洋大学教授で朝鮮民族美術館設立に奔走する柳宗悦氏が、京城に東洋大
学分校を設立させるために去る２日入城したことは既に報道したが、氏は
また英国の大新人であり、また宗教家、画家であるウィリアムブレイク氏
の研究家であり、今回朝鮮に来る機会を利用して来る 14 日と明 15 日に市
内長谷川町にある日本基督教会堂で「ブレイク」に関する講演会と展覧会
を開催するというが、（後略）

（Ｎ）「東洋大学校友有志団声明文」1923 年（大正 12）５月『東洋大学

百年史　資料編Ｉ下』pp.615-616

（前略）
五、（略）其の後朝鮮土地払い下げ北海道土地買収など極めて幼稚で空想的
な計画をなして悉く失敗したるのみならず、朝鮮に分校を設置するといふ
虚偽の宣伝までして自らを欺き、天下を欺いた、
（略）
九、（略）又学監幹事長などいふ要職は学徳共に具備したる人格の人でなけ
ればならぬ、近時現学長が学監と幹事長に推して居る人々の如きは、この
点に於て寧ろ噴飯を価する底のものである。殊に学監に擬せられて居る人
の如きは曾て本大学朝鮮分校設立の虚偽宣伝者である。吾等は歴史ある本
大学の対面上、断乎としてこれを排斥する。
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（Ｏ）「東洋大学紛擾事件真相説明」1923 年（大正 12）５月『東洋大学

百年史　資料編Ｉ下』p.563

（前略）また北海道や朝鮮に財源を得ようとして運動した当局を猥りに非難
するものがあるが、これとても事実は校費を一銭も投じて居ないではない
か。朝鮮の如きは現在順潮に運びつゝあるので、何にも失敗とは言へない。

（Ｐ）境野黄洋「経過説明書」1923 年（大正 12）７月『東洋大学百 年

史　資料編Ｉ下』p.650

（前略）其後拡張部としては、学校の財政的基礎確立の目的で、朝鮮に於け
る土地貸下運動もした。然しこれとても其の目的を達した後には、自分の
出した費用位は償ってもらふことが出来やう位の予想はあったとしても、
兎に角学校には迷惑をかけない範囲内で、全然自分の責任として其の運動
を継続して来たのである（中略）此の運動の最近の出来事として、協議員
諸君にも明かに相談をして、其の賛成を得、金二千円を支出して三輪、鼎
の両幹事を、視察の為め朝鮮に派遣したことは、協議員諸君の記臆に、な
ほ新たなる所であろう。此の二千円は予算にないのであるから借り入れて
よいといふ協賛を経て居るのである。（後略）

（Ｑ）田辺善知「会計監査報告」1923 年（大正 12）８月『東洋大学百

年史　資料編Ｉ下』p.589

（前略）拡張部に就て一言すれば、東洋大学拡張案は、大正八年境野学長に
依て提唱され、而してこれが財源を得んとして、北海道及朝鮮の土地に対
し、無償払下の便宜を得、それが為め多額の費用を投じたりしも、当時境
野学長は自ら私債を起し、一切の費用を弁ぜり。（中略）其内には実地調査
の為協議会員の協賛を経て金弍千円を投じ、鼎三輪の両氏を朝鮮に派遣し
たるものも含めり。若し夫れ今回の不祥事件なくんば朝鮮に於ける五千町
歩無償払下問題は優に成功の祝杯を挙げ得たるなんと思ふ時、愛惜の情に
堪えざるものあり。
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（Ｒ）『釜山日報』1925 年（大正 14）５月 16 日：「朝鮮に宗教大学　役
ママ

置の計画」

東洋大学の分校として朝鮮に東洋哲学に関する高級学府を設く可き計画は
先年来より聞く所なりしが、最近にては日本各宗連合の宗教大学より其の
分校として朝鮮に宗教大学を設置す可き計画が進みつつある模様である

＜原典＞

・『京城日報』

・『中外日報』

・『朝鮮日報』

・『東亜日報』

・『釜山日報』

＜参考文献＞

・阿部洋「日本統治下朝鮮の高等教育」（『思想』565 号、1971 年７月）

・稲葉継雄『朝鮮植民地教育政策史の再検討』(九州大学韓国研究セン

ター叢書１、九州大学出版会、2010 年 ) 

・新仏教研究会編「近代日本における知識人宗教運動の言説空間―『新

佛教』の思想史・文化史的研究」（科学研究費補助金報告書、2012 年

３月）

・東洋大学創立百年史編纂委員会『東洋大学百年史』資料編Ｉ上（1988

年）

・東洋大学創立百年史編纂委員会『東洋大学百年史』資料編Ｉ下（1989

年）

・東洋大学創立百年史編纂委員会『東洋大学百年史』通史編Ｉ（1993

年）

・東洋大学創立百年史編纂委員会『東洋大学百年史』年表・索引編
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（1995 年）

・広川淑子「第二次朝鮮教育令の成立過程」（『北海道大学教育学部紀

要』30 号、1977 年）

・三浦節夫『ショートヒストリー東洋大学』（東洋大学、2001 年）

【註】
（１）　 小論で「朝鮮」、「朝鮮人」という言葉を用いるが、これは当時の実情

を示すのに適切であると思うから使うまでで他意はない。
（２）　 文末資料Ｈ参照
（３）　 稲葉継雄『朝鮮植民地教育政策史の再検討』（九州大学韓国研究セン

ター叢書１、九州大学出版会、2010 年）「第２章　水野錬太郎と朝鮮
教育」p.49。阿部洋「日本統治下朝鮮の高等教育」（『思想』565 号、
1971 年７月）pp.66-67。馬越徹『韓国近代大学の成立と展開』（名古屋
大学出版会、1995 年）「第３章　日本統治下における「朝鮮民立大学」
設立運動」には民立大学の話は出るが、東洋大学分校については触れ
ていない。

（４）　 この部分は阿部洋論文（p.66）による。この部分の問題点については
後に触れる。

（５）　 井上円了「本会設立の旨趣を支那朝鮮に伝へて彼国の人士に入会を勧
むる文」（『修身教会雑誌』10 号、1904 年 11 月）

（６）　 円了の朝鮮巡講についての論文には、朴慶植「井上円了の朝鮮巡講の
歴史的背景」（『井上円了研究』第７巻、1997 年）、許智香「井上円了
と朝鮮巡講、その歴史的位置について」（『日本思想史学』45、2013
年）、三浦節夫「井上円了と東アジア（一）」（『井上円了研究センター
年報』23、2014 年）、佐藤厚「井上円了の朝鮮巡講に関する資料」（『井
上円了研究センター年報』23、2014 年）がある。

（７）　 『朝鮮及満州』17 巻 132 号（1918 年６月）これは５月 26 日に京城高
等女学校講堂で行われた講演である。

（８）　 『仏教清徒同志会綱領』には新仏教の立場として次の６か条が記されて
いる。１、我が徒は、仏教の健全なる信仰を根本義とする。２、我が
徒は、健全なる信仰、知識、及び道義を振作普及して、社会の根本的
改善を努力する。３、我が徒は、仏教及びその他宗教の自由討究を主
張する。４、我が徒は、一切迷信の勦絶を期す。５、我が徒は、従来
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の宗教的制度、及び儀式を保持する必要を認めない。６、我が徒は、
すべての政治上の保護干渉を斥ける。つまり、社会の根本的な救済は、
宗教信仰によらなければならないという確信に立って、新仏教は健全
なる信仰と健全なる知識との合同一致の上に樹立すべきだとした。

（９）　 現在、三輪の伝記が最もまとまっているのは、新仏教研究会編「近代
日本における知識人宗教運動の言説空間―『新仏教』の思想史・文化
史的研究」（科学研究費補助金報告書、2012 年３月）p.270 の高橋原
「三輪政一」の項目である。また稲葉継雄『旧韓末「日語学校」の研究』
（九州大学出版会、1997 年）pp.271-274 も参照。筆者は現在、これ以
外に収集した資料を総合して三輪政一の生涯と思想についての論文を
計画中である。

（10）　 写真：『社会福祉人名資料事典』第４巻（2003 年、日本図書センター）
p.129 より

（11）　 東洋大学の講師、得業称号規定には、得業について「本大学ニ在学シ
定規ノ試験ヲ経テ卒業シタルモノニアラサルモ卒業者同等ノ学力功労
アリト認ムルモノニシテ在学後五年以上ヲ経タルモノハ得業ノ称号ヲ
授与シ卒業者同等ノ待遇ヲ与フ」（『東洋大学一覧』昭和９年度）とあ
る。つまり、東洋大学に在籍したが、卒業に至らなかった人、中退し
た人に対して、その後に何らかの活躍があれば、卒業したのと同様の
資格を与えるということである。そうすると三輪も一時、東洋大学に
在学していた可能性が考えられる。

（12）　 稲葉継雄『旧韓末「日語学校」の研究』（九州大学出版会、1997 年）
pp.271-274。

（13）　 『新仏教』に掲載した論文は次の通り。「朝鮮の仏教」（11-6、明治 43
年６月）、「韓国布教に就いて」（11-7、明治 43 年７月）、「教育界の二
大欠陥」（12-6、明治 44 年６月）、「青年思想の変遷」（12-12、明治 44
年 12 月）、「圧迫期と破裂期」（14-1、大正２年１月）、「十日の事件」
（14-3、大正２年３月）、「刺客」（14-10、大正２年 10 月）、「発売禁止
について」（14-11、大正２年 11 月）、「大罪悪と断言す」（16-8、大正
４年８月）、

（14）　 東洋大学創立百年史編纂委員会『東洋大学百年史』通史編Ｉ（1993 年）
p.920。

（15）　 同前 p.641。
（16）　 三輪が境野に継ぐナンバー２の地位にあったことは、大正中期に東洋

大学にいた上原恒治も証言している。「―学校の事務組織はどうでした
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か。上原　一番えらいのが学長先生（境野のこと－引用者）、その次に
あとからきたんだが三輪政一という人、その下に郷白厳先生が会計で
す」（「上原恒治「大正期の学園」」『東洋大学史紀要』１、東洋大学百年
史編纂室、1983 年）p.97

（17）　 原文（Ｍ）参照
（18）　 1919 年（大正８）５月、新仏教徒同志会主催の講演会が行われた。こ

れは２ヶ月前に起きた３・１独立運動をめぐるものであり、主題は「朝
鮮問題と新仏教徒」である。演題を見ると、高島米峰（基督教徒の扇
動か）、広井辰太郎（朝鮮動乱と基督教）、菊池謙譲（朝鮮雑話）、境野
黄洋（歴史を有する朝鮮人）とある中で、三輪は「鮮人に同情せよ」
という論題であり、他の人物とは趣の異なることがわかる。（『中外日
報』1919 年５月 10 日）

（19）　 三輪政一「朝鮮の仏教」（『新仏教』11-6、明治 43 年６月）
（20）　 『東洋哲学』26-4（1919 年）p.65
（21）　 阿部洋前掲論文 p.66 に「こうした朝鮮教育会の動きに対して、総督府

は、教育令に大学に関する規定がなく朝鮮総督に大学の設立認可の権
限がないことを理由としてそれを拒否し、ちょうどその頃東洋大学が
ソウルに分校開設の申請を総督府に出していたところから、同会がこ
れに協力するよう提案した。しかし、後に大学令にはこの種の分校設
立を認める根拠となるものがなく、分校開設の措置が不可能であるこ
とが明らかになるや、九月二十一日斎藤総督および水野政務総監は、
（中略）東洋大学の分校を設立するより官立総合大学設立のための第一
段階の措置として、ソウルにある官立医科専門学校を朝鮮医科大学と
する方が捷径であり（以下略）」と記される。

（22）　 東洋協会専門学校の京城分校は 1907 年（明治 40）、初代校長桂太郎が、
時の韓国統監伊藤博文と謀って設けられたものである。山田寛人「東
京協会専門学校における朝鮮語教育」（アジア教育史学会『アジア教育
史研究』８、1999 年）を参考にした。

（23）　 「臨時教育調査委員会決議要項」（『日本植民地教育政策史料集成（朝鮮
篇）』第 10 巻、龍渓書舎、1987 年９月）

（24）　 阿部洋「「教育制度施行に関する沢柳博士の意見　写在中」は、同調査
委員会の有力メンバーであった沢柳政太郎が、大正 10 年５月開催の第
二回委員会で取り上げられた事項のうち、特に朝鮮大学（京城帝国大
学）設立問題や「内鮮」教学問題、普通学校における朝鮮史教授問題
などについて論じ、参考意見として斎藤総督に提出したもので、罫紙
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八丁。末尾に同総督との面談記録と思われる「沢柳氏覚書ノ写」一枚
も付されている。」（『日本植民地教育政策史料集成（朝鮮篇）』第 10 巻、
龍渓書舎、1987 年９月）p.7。なお、「教育制度施行に関する沢柳博士
の意見」に大正 10 年６月の日付があるため、写も同じ時期と思われ
る。

（25)　 『東洋哲学』（28-5、1921 年５月）なお、この講演の中に朝鮮分校に関
する言及はない。

（26）　 鼎義暁は、東洋大学の商議員などを努めた人物であるが、具体的な人
物像は不明である。

（27）　 崔永年「謹呈東洋大学」（『東洋哲学』28-8、1921 年９月）p.49 には
1921 年（大正 10）年８月の日付で、七言四十二句からなる漢文の手
紙が収録されている。その中には「三輪幹事と鼎講師とが私を招いて
殷勤に大酌を傾けた（三輪幹事鼎講師、招我殷勤傾大酌）」と、三輪お
よび鼎とともに飲みながら語り合ったことが記され、後半部には「京
城に学校を作る計画であり、ともに手を握り飛躍したい（京城将築大
黌堂、与願握手共飛躍）」とある。これは崔永年の儒道大同学会が漢文
専門学校（1921 年４月設立）を作ることと、それへの協力を求めるこ
とを説いていると考えられる。続いて「この時、すでに大計画があり、
それは私たち朝鮮人のためであり、（私たちと）計画を同じくするもの
である（此時已有大籌画、為我鮮人同商略）」とある。この「すでに大
計画があり（已有大籌画）」は、東洋大学朝鮮分校のことなのではない
かと思われる。

（28）　 南波登発『朝鮮学生の暁鐘』（麗澤会、1923 年）pp.65-66。
（29）　 東洋大学創立百年史編纂委員会『東洋大学百年史』通史編Ｉ（1993 年）

p.775
（30）　 「大正９年（1920）９月４日、朝鮮留学生同窓会が同年入学の新入生歓

迎会を開催し、専門部第一科第三学年生の文世栄が開会の辞を述べ、
金賢準が歓迎の辞、幹事三輪政一が祝辞、新入生姜性仁が答辞を述べ
た」『東洋大学百年史』通史編Ｉ（1993 年）p.743。

（31）　 『東洋哲学』28-8（1921 年９月）
（32）　 高崎宗司「柳宗悦と朝鮮―1920 年代を中心に」（朝鮮史叢編集委員会

『朝鮮史叢』１号、1979 年６月、1983 年３月復刻）を参考にした。こ
の中で著者の高崎は柳と朝鮮分校設置計画との関係について、「柳が、
朝鮮を外国として見るという点において、徹底さを欠いていることを
示しているように思われる」（p.81-82）と述べている。
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（33）　 境野が朝鮮を訪れたのは、東本願寺伝道部の依頼を受けたものであっ
た。（『中外日報』1923 年 10 月 27 日）なおこの時の旅行記が境野黄洋
「はがき旅行記」（『東洋哲学』30-6、1923 年６月）、「はがき旅行記」
（『東洋哲学』30-7、1923 年７月）、「朝鮮旅行記の一節」（『東洋哲学』
31-1、1924 年１月）である。なお、この境野の朝鮮旅行記については
別稿で論じる予定である。

（34）　 三輪は 1910 年（明治 43）に帰国すると同時に、救貧慈善団体である
財団法人四恩瓜生会の経営に参画し、1913 年（大正２）１月に主任と
なり、1934 年（昭和９）には瓜生会病院を設置し、のち同財団理事長
となっている。その他、小石川区議会議員として、方面委員長、司法
委員、調停委員等を務める。さらに日本画劇教育教会を組織し、幹事
長となり、紙芝居の内容改善に努めた。

（35）　 これは円了の主著『仏教活論序論』の冒頭に出る言葉に由来する。大
正時代以降の戦前はこれを東洋大学の校是としていたようである。


